




Updated May 2021 

2日目は、 今後の研究についての打ち合わせを実施した。午

前中は、 Rodolphe博士が所属する研究チ ー ム側から、現在の研

究内容についての説明が有った。 また、PHCサクラに参画する

メンバ ーのミ ー ティングを行い、IRD側の研究技術、今後の研究

計画についての説明と、日本のメンバ ーの参画方法について打

ち合わせをした（写真5、6)。

また、PHCサクラに参画するフランス側の研究者であり、 写真5 ミ ーティングの様子

Institute of Functional Genomicsに所属し、高度な遺伝子改変技術を有し、さ まざまなウイルスベ

クタ ーを開発しているMonteil博士とミ ー ティングを実施した。PHCサクラにおいて日本側が実

施する研究についての提案があった。

•今後のキャリアパスを考える上でどのようにプラスになったか。

IRDで学んだ蚊を用いた実験に関する技術と知識は、自分の

研究に直接関与しており、非常に有益であった。また、今回のフ

ランスでの活動を通して、Rodolphe博士及び種々の分野の 先生

とディスカッションすることにより、・幅広い知識を得たと同時

に多くの人脈ができた。この人脈は、 今後留学先の候補や共同

研究に繋がることが 期待され、 自身の 目指す研究者としてのキ

ャリアに大きく影響したと感じている。

帰国後もRodolphe博士とは密に連絡をしており、先日共同

研究で来札した際に私の所属する分子病態・診断部門で講演を

実施した（写真7)。

・後輩へのアドバイス

インタ ーンシップを活用して興味の有る研究室・研究機関を

選択するのが良いと思い ます。実施する前はとても緊張してい

ましたが、インタ ーンシップ中に多くのことを学び、人脈を得

写真6 集合写真

写真7 人獣研で実施された講演

ることができ、本当に良い経験でした。期間は長い方がより多くのことを学べるので、金銭的な余

裕があれば長 期の滞在をお勧めし ます。
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